
クラウド型ファイル管理・共有サービス
「活文MIES Box連携ソリューション」

「働き方改革」の推進に欠かせないテレワークや、プロジェクト単位での円滑な社外連携などを支援
するため、日立はグローバルに普及するSaaS型のファイル共有サービス「Box」と、日立の情報共有
クラウド型サービス「活文MIES※１」を連携した「活文MIES Box連携ソリューション」を提供しています。
※１ 活文Managed Information Exchange Service

■ ファイル共有はオンプレミス型からクラウド型へ
「働き方改革」の取り組みが進むなか、テレワークや在宅

勤務、積極的な社外連携によるオープンイノベーション

など、働く場所や時間、相手にとらわれない柔軟な働き方が

求められています。

モバイルデバイスやインターネット経由の企業データへの

アクセス、社外関係者とのファイル共有のニーズが高まって

おり、企業データの管理・共有を従来のオンプレミス型の

ファイルサーバーから、クラウド型のファイル共有サービス

へとシフトする動きが加速しています。

しかし、一般的なクラウド型のファイル共有サービスでは、

ファイルに関わるメッセージのやり取りや、ローカルにダウ

ンロードしたファイルのセキュリティ保護などの面で課題

がありました。

そこで日立は、グローバルで4,000万ユーザー以上が

利用するファイル共有サービス「Box」と、日立の情報共有

クラウドサービス「活文MIES」を連携した「活文MIES 

Box連携ソリューション」を開発しました。本サービスを利用

することで、容量無制限にファイル管理できるBoxと、活文

MIESのチャット形式でのコメント投稿、ローカルにダウン

ロードしたファイルのセキュリティ強化により、働き方改革や

業務効率向上を支援するシームレスなコミュニケーション

を実現します。

■ ファイルとコメント共有の連携で新たな価値を提供
日立は自社およびグループ会社でBoxを導入しており、

マルチデバイスアクセスの実現、社内外ユーザーとのファイル

共有、ファイルの自動版管理、オンラインプレビューなど、

利便性の高いBoxの機能をワークスタイル改革の重要な

基盤のひとつと位置づけています。活文MIES Box連

携ソリューションは、日立グループ内のBox活用で培った

経験をベースに、Box経済圏のエコシステムともなる、より

柔軟で付加価値の高いソリューションとして提供するもの

です。主な特長として、次のようなものがあります。

現在、オンプレミス型のファイルサーバーをお使いのお客さまの多くが、ファイル共有（文書・技術資料など）に関して、さまざまな
課題を抱えています。Boxは、それらの課題を解決しながら、サービス形態でセキュアなファイル共有を実現できます。

課題

課題

課題

ファイル保存容量に上限がある

ファイルに社外からアクセスできない

Boxならファイル容量は無制限。全社のファイル共有を促進します。

Boxなら、複数のデバイスからアクセスが可能。
移動中の隙間時間でも閲覧と編集ができます。

社外関係者とのファイルやり取りが不便
Boxなら社内ユーザーのみならず、社外ユーザーへセキュアかつシン
プルにファイル共有が可能。組織の枠を超えて情報を共有できます。
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ファイルとコメント共有を組み合わせた
シームレスなコミュニケーション

Boxのファイル管理機能と、活文MIESのチャット形式の

コミュニケーション機能を連携させることで、プロジェクト

単位での円滑な社外連携を実現します。

例えば、Boxから活文MIESへ共有リンクを投稿し、ファイ

ル自体はBoxで一元管理。メッセージのやり取りは活文

MIESの掲示板を使って行います。これにより、そのファイル

内容について交わされたメンバー間のやり取りが履歴として

残り、プロジェクトに途中から参加したメンバーやテレワー

クでも、一連の流れを時系列に確認することができます。

インターネット経由でどこからでも安全にアクセス

Boxのファイル暗号化機能などにより、クラウド上のデータを

保護するだけでなく、活文MIESのDRM※２機能により、クラウド

からローカルにダウンロードしたファイルも強力に保護します。

これにより、高レベルなセキュリティ環境を一貫して確保し、

社内外のどこからでも安全にファイルを活用・共有できます。
※２ Digital Rights Management

■ 生産現場や工場での生産改革も支援
日立は今後、Box Japanとの力強いパートナーシップの

もと、本ソリューションを幅広く展開していきます。また、

オフィス内の生産性向上や働き方改革の支援だけでなく、

日立のデジタルソリューション「Lumada」とBoxを連携さ

せて、生産現場や工場での生産改革も支援するソリュー

ション開発を進めていきます。

お問い合わせ先・情報提供サイト
（株）日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部
http://www.hitachi.co.jp/products/it/box/

ルマーダ

巨大ファイルの送付
パスワード付き、時限設定リンク

Boxと活文MIESの特長一覧

Box 活文MIES

ファイル共有リンク

SNSライクなメッセージ共有
メッセージやり取り

属性情報を定義
フォーム画面

ローカルファイルの保護

大容量ファイルの
高速伝送

外出先でも文書
検索・閲覧・共有

モバイルアプリ

Office® ＆ Adobe®文書
動画・画像・音声など

ファイルプレビュー

ファイル容量無制限

高速な文書内検索

豊富なAPI Windows®エクスプローラ
でのアクセス

豊富なサードパーティー
連携

セキュアで簡単な
フォルダ共有
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